










The Stative Meaning of Inanimate-Subject Passives 



































	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   
して事実上の主の作用が文主に働掛くることを直接にあらはす如き受身の文は國語に




























例を抽出して観察した4。その結果、受身用法は 821 件で、その内、非情の受身の用例は 558










4 検索条件を｢語彙素｣に、検索対象を 2000 年代にした上で、「れる」「られる」をキーに短単位検索で二
回検索する。ダウンロード可能の 20 万件の用例から、「れる」「られる」のそれぞれの用例数が（ら）れ








	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   
件（68%）、有情の受身の用例は 263 件（32%）である。 









に述べる。韓（2010）は近代以降（1880 年代から 1960 年代まで）の非情の受身は、状態を
表すものから出来事を表すものへ拡張していることを主張している。 
	 非情の受身の意味を状態と出来事の観点からみると、1880 年代は状態の意味の受身が




	 詳しくは、述語動詞の構文形式を手掛かりに考察を行う。173 例の文末述語用法のうち、	 	
「〜（ら）れている（た）」が 73 例（42.2%）で、「〜（ら）れる」が 52 例（30％）で、「〜
                                                        
5 清水（1980）は中古から近代までの資料を調べ、中古、中世、近世、近代の平均使用率はそれぞれ
15.1%、16.8%、13.7%、37.2 であると報告している。中島（1988）は『万葉集』における非情の受身は
10.8％であると指摘している。韓（2010）は 1880 年代から 1960 年代までの文学作品と翻訳文献に現れる
非情の受身の用例を年代別に観察し、文学作品の場合、1890 年代から 1940 年代まで割合が徐々に増え、






7 受身が文に生起する位置による分布状況は名詞修飾節が 34％、文末述語が 31％、並列節が 15％、補足
節が 10％、副詞節が 10％である。 
10.8% 15.1% 16.8% 13.7% 14.3% 16.2% 
26.2% 30.1% 

















	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	   
（ら）れた」が 38 例（22%）で、「〜（ら）れつつある・〜（ら）れていく・〜（ら）れて
くる」が 10 例（5.8%）である。以下で詳しく観察する。 
（1） （イベント）アウンサンスーチー女史の写真が掲げられている。OY03_00051	 1670 
（2） （神社）下に名前を書いたスリッパなどが奉納されている。	 	 OY11_08491	 1290 
（3） 彗星の生命に関する問題は、千八百二十九年から千八百三十年まで Revue 
britannique の中でも真剣に論争されている。	 	 	 	 	 	 	 	 	 PB14_00062 69570	 	 	 	 	 	 	  
（4） 1956 年に関東のスズメの脾臓からエンセファリトゾーンが分離されている。	 	 	 	  
PB54_00260	 3410 















（6） 	 …受賞者に賞状が手渡されました。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 OP92_00001	 88750 
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（9） 風水害はそれぞれの場所の地形や地理的な条件にも大きく左右される。 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 OP19_00003	 4880 
（10） 「ＫＩＤ’Ｓエコロジーコンサート二千八ｉｎ南箕輪村」が開催される。 
























ると 70％という割合になり、近代の終わりころになると 43.7%、さらに現代の場合は 24.3%
という減少の道を辿ってきた一方であるのか、また、なぜ現代語の場合、「出来事」以外の
意味も多く現れているのかが問題となってくる。 



















	 また、図 1 に示したように、非情の受身全体が近代以前は概ね 10％台の使用率を保ち、
近代から急激に増えたのも、明治維新により、西洋の文化が日本に吹き込み、言語生活が変
化したことと密接な関係がある。 
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11 同じ書き言葉でも、韓（2010）と同じように文学作品から用例を収集するならば、60％台よりは低い
使用率が得られるであろう。奥津（1983：79）は文体の違いと受身文の関係を取り上げ、以下のように指
摘している。話しことばと書きことばでは、書きことばに受身文が多く現れる。また。同じ書きことばで
も、評論・随筆のような抽象的な議論の入るものの方が、具体的なできごとを叙述する物語り、小説の類
よりも受身文、特に非情の受身が多く使われる。個人的な文章に対する公的な文章も同様である。 
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